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１ 研究のねらい 

  生徒が自然放射線量について事前に調べ、実験を計画、実施するという探究的な過程を通し

て、自然放射線が身近に存在することを認識することが授業実践のねらいである。また自然放

射線の測定後、放射線源との比較をすることで、放射線量の大小関係についても議論してほし

い。 

今回の授業では生徒が小グループに分かれ、様々な場所の自然放射線を測定し、既習事項の

確認や実験結果の共有を MetaMoJi を用いて、生徒が言語活動を行う場面を円滑に実施すること

にも挑戦した。 

 

２ 実践した内容 

①計画・方法の立案 

１時間目は、生徒は福島第一原発の事故や放射線の基礎事項について授業者の説明を聞いた 

後、小グループに分かれ、放射線について、種類・性質・半減期等について、ワークシートに

まとめ、クラス内で MetaMoJi を用いて発表した。その後、実験を実施するために、校舎内外で

の放射線量が高くなる場所・低くなる場所を予想し、実験前にワークシートに記入した。 

 ②自然放射線の測定 

２時間目は、授業者が測定方法の説明をした後、生徒は校舎内外の放射線量を測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③実験結果の共有 

その後、調べてきた実験結果を MetaMoJi で共有する予定であったが、ネットワークの接続不

良により、急遽ホワイトボードに映し出した PDF データでの共有に変更した。生徒は記入した

内容を確認しながら、測定場所を選んだ理由や放射線量をクラス内で共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

④放射線源の測定 

  自然放射線の結果を共有した後、放射線源の放射線量を測定した。放射線源は、原子力文化

財団から、短期間借りることができた。今回は、マントル・花崗岩・湯の花・カリ肥料・塩の

５種類を使用した。放射線源の放射線量を測定し、自然放射線の放射線量との大小の比較を行

った。 

 ⑤授業の振り返り 

  授業の最後には振り返りとして、感想の記入およびアンケートを実施した。 

 

３ 実践中および実践後の生徒の変容 

設問１ 校内の放射線量が高い場所・低い場所について予想をもてたか。 

 設問２ 身の周りに放射線が存在することを実感できたか。 

 設問３ 実験したことで放射線に関して理解が深まったか。 

 設問４ 実験したことで放射線について興味関心をもつことができたか。 

 設問５ 実験したことで放射線に関しての考え方は変化しましたか。 

   

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  設問 5 について今回の授業実践で、放射線への考え方が変化したと回答した生徒が９割いた。 

 変化した内容について、生徒の記述例を以下に載せる。 

 ・宇宙線に左右されると思っていたが、意外と身近な物質に影響されることが分かった。 

・予想と違って石の近くが高くて驚いた。 

・どのような物質が高い放射能があるかが気づいた。 

・放射線が身近な物質から微弱にも出ていることが分かりました。 

設問1

もてた まあもてた

あまりもてなかった もてなかった

71％
29％

設問2 

できた まあできた

あまりできなかった できなかった

設問3

深まった まあ深まった

あまり深まっていない 深まっていない

設問4 

できた まあできた

あまりできなかった できなかった

設問5 

変化していない 変化した

5％ 

95％ 

90％ 

10％ 
90％ 

10％ 

10％ 
90％ 



 

・放射線が高い場所より、低い場所を探す方が難しかった。 

・日ごろから放射線をうけていることを認識できた。 

・放射線は原子力発電所のイメージが強く、自分たちには無縁と思っていたが、放射線がどこ

 にでも存在していることを実感できた。 

・放射線は化学的なものだと思っていたが、計測したことで自然にも存在することが分かっ

た。 

・放射線が場所によって変化することを実感できた。 

・人工物よりも自然なものの方が放射線が高かった。      

 

４ 研究のまとめ 

  アンケート結果より、授業者のねらいは達成できたと思われる。放射線という目に見えない 

内容でも、グループで放射線の性質を調べ、測定場所や測定方法を考え、測定器を用いて放射

線量を測定することで、身近に感じることができたのではないか。 

今回の授業実践では、時間短縮や生徒の言語活動を円滑に行うために、MetaMoJi を用いた

が、ネットワークの接続不良があり、ICT を活用するうえで危惧していた部分が浮き彫りになっ

てしまった。ある程度時間に余裕があるうえで言語活動させるために ICT を活用することは有

効かと思われるが、今回のように実験が主体で時間に余裕が無い授業では ICT を活用するとき

は、注意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


